
 

 

 

   

 

 
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無 
四半期決算説明会開催の有無    ： 無 

  

 

   

 

 
  

 
  

   

 

 
  

  

 
(注) 当四半期における配当予想の修正有無 ： 無 

  

 

 
(注) 当四半期における業績予想の修正有無 ： 無 

  

平成23年３月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕(連結)
平成23年２月14日

上 場 会 社 名 株式会社NowLoading 上場取引所 名

コ ー ド 番 号 2447 URL http://www.nowloading.co.jp

代  表  者 (役職名)代表取締役 (氏名)中川 哲也
問合せ先責任者 (役職名)広報・IR担当 (氏名)青木 一洋 (TEL)03(6690)2228

四半期報告書提出予定日 平成23年２月14日 配当支払開始予定日 －

(百万円未満切捨て)

1. 平成23年３月期第３四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年12月31日）

 (1) 連結経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第３四半期 200 52.3 △85 － △75 － △68 －

22年３月期第３四半期 131 △52.7 △158 － △152 － △78 －

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第３四半期 △3,253 99 －

22年３月期第３四半期 △4,573 06 －

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第３四半期 127 1 1.4 81 44

22年３月期 158 70 44.6 2,075 01

(参考) 自己資本 23年３月期第３四半期 1百万円  22年３月期 70百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 － － － 0 00 0 00

23月３月期 － － －

23年３月期(予想) 0 00 0 00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 350 105.1 7 － 6 － 6 － 283 93



  

 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）3ページ(3)「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.4「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期３Ｑ 21,291株 22年３月期 20,591株

② 期末自己株式数 23年３月期３Ｑ 130株 22年３月期 130株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期３Ｑ 21,122株 22年３月期３Ｑ 17,202株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、経済環境や企業収益の改善により緩やかな景気回

復を続けてきたものの、政府の景気対策の一巡や円高の影響、長引く雇用不安などにより、先行きが不

透明な状況で推移いたしました。 

 このような経済環境の中、当社グループは顧客企業の事業収益を支援するセールスプロデュース事業

を積極的に推進してまいりました。主力事業であるモバイルコンテンツのプロデュース事業は、既存サ

イトについては月間の売上に大きな変化はみられないものの、新しいビジネスモデルからの売上増加を

目指し、新規サイトの立ち上げに積極的に取り組んでおります。一方、セールスプロデュース事業につ

いては、当第３四半期連結会計期間において飲食店のセールスプロデュースをスタートさせたため売上

が増加しております。また、前連結会計年度より進めております、中国企業と日本企業を結ぶセールス

プロデュースについては、引き続き事業の構築に努めております。 

 以上の結果、当第３四半期連結会計期間は、売上高120,975千円（対前年同四半期比176.8％増）、営

業損失15,524千円（前年同四半期48,092千円）、経常損失8,880千円（前年同四半期48,518千円）、四

半期純損失9,227千円（前年同四半期29,841千円）となりました。 

  

(資産) 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度と比較して30,505千円減少し、127,638千

円（対前連結会計年度比19.3％減）となりました。 

 流動資産に関しましては、前連結会計年度と比較して現金及び預金、短期貸付金が減少したことによ

り107,019千円（対前連結会計年度比20.7％減）となりました。 

 固定資産に関しましては、前連結会計年度と比較して貸倒引当金が増加したことにより、20,618千円

（対前連結会計年度比11.3％減）となりました。 

(負債) 

負債に関しましては、借入金が減少したものの、未払金及び未払費用、資産除去債務が増加したため

125,914千円（対前連結会計年度比43.6％増）となりました。  

(純資産) 

純資産に関しましては、四半期純損失を計上したため、1,723千円（対前連結会計年度比97.6％減）

となりました。  

  

(キャッシュ・フローの状況の分析)  

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、期首に比べて

47,656千円減少し、12,668千円となりました。 

 当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)  

営業活動の結果使用した資金は21,804千円（前年同四半期は45,227千円の使用）となりました。これ

は主として、その他流動負債の増加18,227千円があったものの、売上債権の増加34,974千円及び税金等

調整前四半期純損失8,855千円を計上した結果によるものであります。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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(投資活動によるキャッシュ・フロー)  

投資活動の結果獲得した資金は4,640千円（前年同四半期は34,179千円の獲得）となりました。 

 これは主として、短期貸付金の回収による収入6,146千円によるものであります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)  

財務活動の結果使用した資金は3,100千円（前年同四半期は10,200千円の獲得）となりました。  

 これは長期借入金の返済による支出によるものです。 

  

  

平成22年５月14日に公表しました連結予想から修正は行っておりません。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。  

  

≪簡便な会計処理≫ 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度に算定したものと著しい変化がない

と認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

② 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。  

  

１ 会計処理基準に関する事項の変更  

(「資産除去債務に関する会計基準」等の適用) 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号平成20年

３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20

年３月31日)を適用しております。 

 これにより、当第３四半期連結累計期間の営業損失、経常損失が839千円増加しており、税金等調

整前四半期純損失は2,797千円増加しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債

務の変動額は3,637千円であります。  

  

２ 表示方法の変更 

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日) 

（四半期連結損益計算書関係） 

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)に基づき財務諸表等規

則等の一部を改正する内閣府令(平成21年３月24日 内閣府令第５号)の適用に伴い、当第３四半期連結

累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しております。 

  

当第３四半期連結会計期間(自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日) 

（四半期連結貸借対照表関係） 

① 前第３四半期連結会計期間において、流動資産の「その他」に含めていた「仮払金」は、資産総額

の100分の10を超えたため、当第３四半期連結会計期間では区分掲記することとしております。な

お、前第３四半期連結会計期間の流動資産の「その他」に含まれる「仮払金」は17,053千円であり

ます。 

② 前第３四半期連結会計期間において、投資その他の資産の「その他」に含めていた「長期貸付金」

は、資産総額の100分の10を超えたため、当第３四半期連結会計期間では区分掲記することとして

おります。なお、前第３四半期連結会計期間の投資その他の資産の「その他」に含まれる「長期貸

付金」は16,965千円であります。 

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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③ 前第３四半期連結会計期間において、流動負債の「その他」に含めていた「未払金」は、資産総額

の100分の10を超えたため、当第３四半期連結会計期間では区分掲記することとしております。な

お、前第３四半期連結会計期間の流動負債の「その他」に含まれる「未払金」は15,692千円であり

ます。 

④ 前第３四半期連結会計期間において、流動負債の「その他」に含めていた「未払費用」は、資産総

額の100分の10を超えたため、当第３四半期連結会計期間では区分掲記することとしております。

なお、前第３四半期連結会計期間の流動負債の「その他」に含まれる「未払費用」は4,999千円で

あります。 

（四半期連結損益計算書関係） 

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)に基づき財務諸表等規

則等の一部を改正する内閣府令(平成21年３月24日 内閣府令第５号)の適用に伴い、当第３四半期連結

会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しております。 

  

当社グループは、当第３四半期連結累計期間において、営業損失85,313千円、経常損失75,099千円、

四半期純損失68,733千円を計上しており、前連結会計年度に引き続き重要な営業損失、経常損失、四半

期純損失が発生しております。 

 これにより、前連結会計年度に引き続き、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しております。

四半期連結財務諸表提出会社である当社は、当該状況を解消すべく、以下の対応策を実施してまいりま

す。  

① 主力事業の継続的な売上確保と新規事業の構築 

当社グループの主力事業であるモバイルコンテンツプロバイダーから委託を受けて運営・管理を行っ

ているモバイルコンテンツのプロデュース事業に関しては、既存サイトからの売上は横ばいで推移して

おりますが、収益性の高い新規サイトの立ち上げによる売上確保を目指し準備を進めております。ま

た、当第３四半期連結会計期間からスタートしました飲食店のセールスプロデュースに関しては、今後

は原価及び経費の削減を図り、利益幅の向上に努めてまいります。さらに、第２四半期連結会計期間よ

り進めております中国金融情報の販売に関するセールスプロデュースの売上確保のための準備を進める

とともに、中国関連ビジネスに関しては、中国企業の日本市場開拓のためのセールスプロデュース及び

日本企業の中国市場開拓のためのセールスプロデュースなどのビジネスモデルの構築を図ってまいりま

す。 

② コスト削減をはじめとする合理化の推進 

現状においても原価及び経費の大幅なコスト削減を行っておりますが、今後も更なるコスト削減に努

め、利益率の向上を図ってまいります。 

③ 資金の確保に向けた施策 

今後の運転資金の調達施策として、当社で制作したソフトウェアの販売を行い当面の資金を確保する

予定です。加えて、財務基盤の充実のために第三者割当増資等の資金調達について投資家との交渉を行

っておりますが、調達の時期に関しましては、資金調達先との関連性等を考慮した上で決定する予定で

す。 

しかしながら、上記の対応策は実施途上にあるため、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら

れます。 

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,668 60,325

受取手形及び売掛金 50,100 14,410

商品 6,687 85

仕掛品 4,955 2,562

貯蔵品 524 562

短期貸付金 3,075 38,343

仮払金 20,970 20,020

その他 9,019 17,035

貸倒引当金 △983 △18,439

流動資産合計 107,019 134,906

固定資産

有形固定資産 3,070 4,643

無形固定資産 6,721 9,210

投資その他の資産

投資有価証券 1,738 1,738

長期貸付金 19,166 11,767

破産更生債権等 246,386 246,350

その他 8,814 8,169

貸倒引当金 △265,279 △258,642

投資その他の資産合計 10,826 9,383

固定資産合計 20,618 23,237

資産合計 127,638 158,143

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 18,609 16,070

1年内返済予定の長期借入金 － 9,100

未払金 65,094 26,501

未払費用 13,229 8,479

未払法人税等 1,831 2,130

賞与引当金 － 1,320

資産除去債務 3,637 －

その他 6,312 2,460

流動負債合計 108,714 66,063

固定負債

負ののれん 17,200 21,623

固定負債合計 17,200 21,623

負債合計 125,914 87,686

純資産の部

株主資本

資本金 499,790 485,790

新株式申込証拠金 － 28,000

資本剰余金 608,940 594,940

利益剰余金 △1,079,716 △1,010,983

自己株式 △27,290 △27,290

株主資本合計 1,723 70,456

純資産合計 1,723 70,456

負債純資産合計 127,638 158,143
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(2) 四半期連結損益計算書

【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

売上高 131,296 200,010

売上原価 107,270 166,738

売上総利益 24,025 33,271

販売費及び一般管理費 182,168 118,585

営業損失（△） △158,142 △85,313

営業外収益

受取利息 1,573 538

受取配当金 3,558 －

負ののれん償却額 4,422 4,422

雑収入 － 5,487

その他 476 －

営業外収益合計 10,031 10,449

営業外費用

支払利息 1,746 132

支払手数料 2,252 －

その他 424 102

営業外費用合計 4,423 235

経常損失（△） △152,533 △75,099

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 11,210

投資有価証券売却益 75,035 －

賞与引当金戻入額 1,197 1,460

特別利益合計 76,233 12,670

特別損失

有形固定資産除却損 1,799 2,415

その他 － 2,146

特別損失合計 1,799 4,562

税金等調整前四半期純損失（△） △78,099 △66,991

法人税、住民税及び事業税 570 1,741

法人税等合計 570 1,741

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △68,733

四半期純損失（△） △78,669 △68,733
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【第３四半期連結会計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年10月１日
至 平成22年12月31日)

売上高 43,703 120,975

売上原価 36,777 108,349

売上総利益 6,925 12,626

販売費及び一般管理費 55,017 28,150

営業損失（△） △48,092 △15,524

営業外収益

受取利息 804 60

受取配当金 1,163 －

雑収入 － 5,200

負ののれん償却額 1,474 1,474

営業外収益合計 3,441 6,736

営業外費用

支払利息 203 11

貸倒引当金繰入額 3,500 －

その他 164 81

営業外費用合計 3,868 92

経常損失（△） △48,518 △8,880

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 2,628

投資有価証券売却益 17,176 －

その他 1,690 －

特別利益合計 18,867 2,628

特別損失

固定資産除却損 － 2,415

その他 － 188

特別損失合計 － 2,603

税金等調整前四半期純損失（△） △29,651 △8,855

法人税、住民税及び事業税 190 371

法人税等合計 190 371

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △9,227

四半期純損失（△） △29,841 △9,227
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △78,099 △66,991

減価償却費 9,910 10,683

負ののれん償却額 △4,422 △4,422

貸倒引当金の増減額（△は減少） 14,677 △10,818

賞与引当金の増減額（△は減少） 560 △1,320

受取利息及び受取配当金 △5,132 △538

支払利息 1,746 △267

有形固定資産除却損 1,799 324

投資有価証券売却損益（△は益） △75,035 －

売上債権の増減額（△は増加） 24,570 △35,689

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,296 △8,957

仮払金の増減額（△は増加） － △950

その他の流動資産の増減額（△は増加） △18,124 6,382

仕入債務の増減額（△は減少） 1,448 2,539

未払消費税等の増減額（△は減少） △376 782

前受収益の増減額（△は減少） － △514

その他の流動負債の増減額（△は減少） △33,955 46,177

破産更生債権等の増減額（△は増加） － △36

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,958

その他 － 188

小計 △161,729 △61,473

利息及び配当金の受取額 3,978 1,298

利息の支払額 △1,079 267

法人税等の支払額 △13,206 △1,291

営業活動によるキャッシュ・フロー △172,037 △61,199

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の売却による収入 178,232 －

有形固定資産の取得による支出 △294 △142

無形固定資産の取得による支出 △8,450 △5,312

短期貸付けによる支出 △39,300 △525

短期貸付金の回収による収入 6,915 28,394

長期貸付金の回収による収入 95,000 －

敷金及び保証金の回収による収入 190 229

投資活動によるキャッシュ・フロー 232,293 22,642

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △31,850 －

長期借入れによる収入 50,500 －

長期借入金の返済による支出 △168,400 △9,100

株式の発行による収入 70,000 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △79,750 △9,100

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △19,494 △47,656

現金及び現金同等物の期首残高 76,028 60,325

現金及び現金同等物の四半期末残高 56,534 12,668
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当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日) 

当社グループは、当第３四半期連結累計期間において、営業損失85,313千円、経常損失75,099千円、

四半期純損失68,733千円を計上しており、前連結会計年度に引き続き重要な営業損失、経常損失、四半

期純損失が発生しております。 

 これにより、前連結会計年度に引き続き、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しております。

四半期連結財務諸表提出会社である当社は、当該状況を解消すべく、以下の対応策を実施してまいりま

す。  

① 主力事業の継続的な売上確保と新規事業の構築 

当社グループの主力事業であるモバイルコンテンツプロバイダーから委託を受けて運営・管理を行っ

ているモバイルコンテンツのプロデュース事業に関しては、既存サイトからの売上は横ばいで推移して

おりますが、収益性の高い新規サイトの立ち上げによる売上確保を目指し準備を進めております。ま

た、当第３四半期連結会計期間からスタートしました飲食店のセールスプロデュースに関しては、今後

は原価及び経費の削減を図り、利益幅の向上に努めてまいります。さらに、第２四半期連結会計期間よ

り進めております中国金融情報の販売に関するセールスプロデュースの売上確保のための準備を進める

とともに、中国関連ビジネスに関しては、中国企業の日本市場開拓のためのセールスプロデュース及び

日本企業の中国市場開拓のためのセールスプロデュースなどのビジネスモデルの構築を図ってまいりま

す。 

② コスト削減をはじめとする合理化の推進 

現状においても原価及び経費の大幅なコスト削減を行っておりますが、今後も更なるコスト削減に努

め、利益率の向上を図ってまいります。 

③ 資金の確保に向けた施策 

今後の運転資金の調達施策として、当社で制作したソフトウェアの販売を行い当面の資金を確保する

予定です。加えて、財務基盤の充実のために第三者割当増資等の資金調達について投資家との交渉を行

っておりますが、調達の時期に関しましては、資金調達先との関連性等を考慮した上で決定する予定で

す。 

しかしながら、上記の対応策は実施途上にあるため、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら

れます。 

 四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、上記のような重要な不確実性の影響を四

半期連結財務諸表には反映しておりません。 

  

  

  

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記
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前第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)及び前第３四半期連結会計

期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日) 

当社及び連結子会社の事業は、セールスプロデュース事業の単一事業であります。従いまして、開示

対象となるセグメントはありませんので、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

  

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)及び前第３四半期連結会計

期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日) 

在外子会社及び在外支店がないため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

  

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)及び前第３四半期連結会計

期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日) 

海外売上高がないため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

  

(追加情報) 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

 平成20年３月21日)を適用しております。 

  

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日) 

当社グループの事業は、顧客企業の事業収益を支援するセールスプロデュース事業の単一セグメント

であるため、記載を省略しております。 

  

  

当第３四半期連結会計期間(自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日) 

当社グループの事業は、顧客企業の事業収益を支援するセールスプロデュース事業の単一セグメント

であるため、記載を省略しております。 

  

  

  

  

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

【セグメント情報】
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当社は、平成22年４月16日付で、株式会社デリッツエジャパンから第三者割当増資の払込みを受けま

した。この結果、第１四半期連結会計期間において資本金が14,000千円、資本準備金が14,000円増加

し、当第３四半期連結会計期間末において資本金が499,790千円、資本剰余金が608,940千円となってお

ります。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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